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 梅津正美 TEL:088-687-6373 umezu@naruto-u.ac.jp 

プ ロ グ ラ ム 

 １３：００－１３：２０ 開会挨拶・趣旨説明 梅津正美（鳴門教育大学） 

 １３：２０－１４：４０ シンポジウム 

                      コーディネーター 伊藤直之（鳴門教育大学）・中本和彦（四天王寺大学） 

              Ⅰ．成果発表 

          １．「授業開発」研究についての新しい提案 

            （１）森才三（広島大学附属福山中・高等学校）・桑原敏典（岡山大学） 

            （２）祐岡武志（奈良県立法隆寺国際高等学校）・原田智仁（兵庫教育大学） 

          ２．「授業評価」研究についての新しい提案 

               紙田路子（島根県浜田市立松原小学校）・峯明秀（大阪教育大学） 

          ３．「授業改善」研究についての新しい提案 

               大西慎也（兵庫県淡路市立北淡小学校）・米田豊（兵庫教育大学） 

 １５：００－１６：５０  Ⅱ．ディスカッション 

             指定討論者 吉水裕也（兵庫教育大学） 

         Ⅲ．本研究のまとめ～社会科授業研究の課題と展望～ 

               コメンテーター 梅津正美（鳴門教育大学）・権五鉉（大韓民国慶尚大学校師範大学） 

 １６：５０－１７：００ 閉会挨拶 原田智仁（兵庫教育大学） 

 
趣 旨  本プロジェクトでは，従来の授業研究の検討を通して，社会科教育の立場から，新

たな時代にふさわしい「教育実践学」の構築を目指してきた。社会科授業研究の問題
点は，授業理論の実証性，授業評価の有効性，教師の授業力形成，授業研究における
研究者と実践者の関係の在り方の４点に集約される。社会科授業研究は，従来の研究
の再検討を踏まえたパラダイムシフトが求められている。シンポジウムでは，教育実
践と学術研究の双方を視野に入れた新たな社会科教育実践学の構築に向けた提案を行
う。そして，本プロジェクトの示す社会科授業研究のパラダイムの妥当性について，
参加者全員で討議を通じて検討することにしたい。 


